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Ⅰ  環境保全の歩み 
１９７７年 大津市と公害防止協定締結 
１９８１年 廃棄物収集処理の業者委託開始 
１９９７年 社団法人滋賀県環境保全協会入会 
１９９９年 環境マネジメント・システム構築に向けキックオフ 
２０００年 近江鍛工環境方針制定 
       滋賀グリーン購入ネットワーク入会 
２００１年 ＩＳＯ１４００１ 認証取得（認証機関：ＪＱＡ） 
               認証番号：ＪＱＡ－ＥＭ１３４６ 
      大津市と環境保全協定締結 
      滋賀工業会・環境ＩＳＯ研究会開催（２５社参加） 
２００２年 大気環境負荷低減計画策定 
２００３年 美しい湖国をつくる会の県下一斉清掃運動に協賛・参加 
       廃棄物再生利用等情報制度（滋賀県環境事業公社）の活用 
              事務所内に喫煙コーナー（分煙機導入）設置、コーナー以外 
       では事務所内の喫煙全面禁止 
 ２００４年 関西エコオフィス宣言 「滋賀チャレンジオフィス」に賛同、 

取り組む。 
       高性能工業炉化省エネルギー事業に取り組む。 
 
Ⅱ 環境理念 
環境優先の理念をもって、自然環境と社会と人に優しい事業活動と環境作り 
に努め、環境保全の充実による豊かな企業を目指します。 
 
Ⅲ  環境方針 
①当社は、自社の活動を通し省資源、廃棄物の削減、騒音・振動・大気汚染  
の予防等に努め、継続的に改善することを約束します。 
②環境関係法規制、協定等を遵守します。 
③定常業務、非定常業務、及び事故等の緊急時でも地域社会に迷惑を掛けな
い様汚染防止を徹底して行います。 
④環境目的・目標を定め、年１回及び必要に応じて見直しを行い環境マネジ 
 メントシステムを確実に推進します。 
⑤全従業員が基本的な考え方を認識し、環境理念に沿った行動をする様教育 
を実施します。 
⑥当社は、環境理念・基本方針を要求に応じ公表します。 



Ⅳ  会社環境目的・目標 
平成１６年度の会社環境目的・目標を下記の通り定め、取り組みました。 
①騒音・振動の規制（規定値内にキープ） 
②加熱炉・熱処理炉に使用するＬＰＧ管理（５％以上削減） 
③電力消費の削減（５％以上削減） 
④油圧機器の管理、その他乗用車・トラック・フォークリフトの管理 
 （５％以上削減） 
⑤廃棄物（不適合品、切り粉、ウェス他一般）削減への取組 
 （１５％以上削減） 
 緊急時：ＬＰＧタンク及び加熱炉からのガス漏れ防止 
     ：機械設備及び水槽からの油の流出防止 
  
Ⅴ  目標展開実施結果 
取組の結果は、いずれも下記の通り目標を達成しました。 
①騒音・振動とも規制値以下に抑制 
②ＬＰＧ使用削減：目標値 126.0kg／t 結果 94.23 kg／t 削減率 25.2％ 
③電力消費の削減： 〃  349 kw／t  〃  266.4kw／t   〃   23.6％ 
④作動油の使用料： 〃   2,400lt／月  〃  3,493.0 lt／t    〃 －45.5%  
⑤リフトの燃費 ：  〃  2.43lt／t   〃     2.16 lt／t    〃  11.1％ 
⑥廃棄物の削減等：ﾊﾟﾚｯﾄ、事務用紙等のリサイクル化に努めました。 
    
Ⅵ 環境会計報告 
環境省のガイドラインを参考にして作成しています。 
                             （単位千円） 

主 な 取 組 内 容 投資額 費用額
 （１）事業エリア内  ①公害防止  煤煙、排水、騒音、振動等測定費用 2,437
                コスト  ②地球環境保全  より効率の良い炉に修理、改造、新設 6,500

 ③資源循環  板ﾊﾟﾚｯﾄ修理、古紙・煉瓦、廃油等処理 16,351
 （２）上・下流コスト  グリーン購入ネットワーク会費 10
 （３）管理活動コスト  ＩＳＯ審査､登録維持費､社員教育費 1,511
 （４）研究開発コスト
 （５）社会活動コスト  保全協会等会費 90
 （６）環境損傷対応コスト

0 26,899

 （１）省エネによる費用節減  電力費及びＬＰＧ燃料費削減 68,414
 （２）有価物売却益  ダライ粉売却 35,125
 （３）廃棄物削減取組効果  スクラップ売却 25,035

128,574
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（ご参考） 
 
１．排水測定結果（測定日：平成１６年１０月２０日） 
       
項      目 単 位 法令基準 測 定 値 判 定 

水素イオン濃度（ｐＨ） at 20 ℃ 6.0～8.5 7.3 ○ 
生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） mg／Ｌ 60 2.2 ○ 
化学的酸素要求量（ＣＯＤ） mg／Ｌ 60 5.4 ○ 
浮遊物質（ＳＳ） mg／Ｌ 60 2.0 ○ 
ｎ－ヘキサン抽出物質（油分） mg／Ｌ 5 ＜0.5 ○ 

 
２．排ガス測定結果（測定日：平成１６年１１月９日） 
 
項      目 単 位 法令基準 測 定 値 判 定 

煤塵（ダスト） g／ｍ3N 0.20 ＜0.01 ○ 
硫黄酸化物（ＳＯｘ） m3N／h 0.85 ＜0.02 ○ 
窒素酸化物（ＮＯｘ） cm3／m3N 140 38 ○ 

 
 
                                          以 上 


